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(57)【要約】

【課題】簡便な構造で、初期雨水を確実に排除すること

ができ、初期雨水を収容する配管部に、ゴミの蓄積を少

なくできる雨水取水装置を提供する。

【解決手段】初期雨水を排除する手段としての初期雨水

配管部２を備えた雨水取水装置１であって、初期雨水配

管部２の上部に、フィルター配管部３を備え、フィルタ

ー配管部３の底部４に、初期雨水を排水する底部孔４ｈ

を設けて、底部孔４ｈに初期雨水配管部２への逆止弁５

を設置し、底部孔４ｈに向けて下降する傾斜をつけて、

沈殿物を底部孔４ｈに流出する構造とした、雨水取水装

置である。フィルター配管部３の底部４より上に、取水

口６を設けて、初期雨水配管部２が満水になると、フィ

ルターを通過した雨水は初期雨水配管部２に入ることな

く、取水口６より雨水貯留タンク７に給水されるように

することが好ましい。

【選択図】図１



(2) JP  2025-115986  A   2025.8.7

【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 初 期 雨 水 を 排 除 す る 手 段 と し て の 初 期 雨 水 配 管 部 を 備 え た 雨 水 取 水 装 置 で あ っ て 、 前 記

初 期 雨 水 配 管 部 の 上 部 に 、 フ ィ ル タ ー 配 管 部 を 備 え 、 前 記 フ ィ ル タ ー 配 管 部 の 底 部 に 、 初

期 雨 水 を 排 水 す る 底 部 孔 を 設 け て 、 前 記 底 部 孔 に 初 期 雨 水 配 管 部 へ の 逆 止 弁 を 設 置 し 、 前

記 底 部 孔 に 向 け て 下 降 す る 傾 斜 を つ け て 、 沈 殿 物 を 前 記 底 部 孔 に 流 出 す る 構 造 と し た 、 雨

水 取 水 装 置 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 底 部 孔 及 び 前 記 逆 止 弁 を 、 前 記 フ ィ ル タ ー 配 管 部 の 底 部 の 中 央 か ら ず ら し た 位 置 に

設 置 し た 、 請 求 項 １ に 記 載 の 雨 水 取 水 装 置 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 フ ィ ル タ ー 配 管 部 に は 、 固 形 ゴ ミ を ろ 過 す る 複 数 の フ ィ ル タ ー を 設 置 し 、 前 記 複 数

の フ ィ ル タ ー の う ち の 下 部 の フ ィ ル タ ー か ら の 雨 水 が 前 記 逆 止 弁 に 直 接 当 た ら な い よ う に

構 成 し た 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 雨 水 取 水 装 置 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 初 期 雨 水 配 管 部 の 容 量 を 、 屋 根 面 積 に 応 じ て 設 定 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 雨 水 取 水

装 置 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 雨 水 取 水 装 置 は 、 初 期 雨 水 配 管 部 と 雨 水 貯 留 タ ン ク を 備 え 、 前 記 フ ィ ル タ ー 配 管 部

の 底 部 よ り 上 に 、 取 水 口 を 設 け て 、 前 記 初 期 雨 水 配 管 部 が 満 水 に な る と 、 フ ィ ル タ ー を 通

過 し た 雨 水 は 前 記 初 期 雨 水 配 管 部 に 入 る こ と な く 、 前 記 取 水 口 よ り 前 記 雨 水 貯 留 タ ン ク に

給 水 さ れ る 、 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 雨 水 取 水 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 初 期 雨 水 配 管 部 を 備 え た 雨 水 取 水 装 置 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 初 期 雨 水 排 除 手 段 と 、 初 期 雨 水 が 排 除 さ れ た 雨 水 を 貯 留 す る タ ン ク を 備 え た 雨 水 収 集 装

置 （ 雨 水 貯 水 装 置 ） に お い て 、 初 期 雨 水 排 除 手 段 の 上 部 に フ ィ ル タ ー を 備 え た も の は 、 公

知 で あ る （ 特 許 文 献 １ 及 び ２ 参 照 ） 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 特 許 文 献 １ に は 、 「 少 な く と も 、 取 水 開 始 か ら の 所 定 量 の 初 期 雨 水 を 排 除 す る 初 期 雨 水

排 除 手 段 と 、 前 記 初 期 雨 水 が 排 除 さ れ た 雨 水 を 貯 留 す る 貯 水 部 を 具 備 す る 雨 水 収 集 装 置 に

お い て 、 前 記 貯 水 部 の 底 部 に 設 け た 初 期 雨 水 排 出 口 部 と 、 こ の 初 期 雨 水 排 出 口 部 か ら 流 出

す る 初 期 雨 水 を 収 容 可 能 な 所 定 の 容 積 を 有 し 、 か つ 流 入 す る 初 期 雨 水 の 流 量 よ り も 少 な い

排 水 流 量 を 設 定 可 能 な 排 水 孔 を 有 す る 初 期 雨 水 収 容 桝 部 と 、 少 な く と も 前 記 初 期 雨 水 収 容

桝 部 を 初 期 雨 水 が 満 た し た 後 に 前 記 初 期 雨 水 排 除 口 部 を 閉 じ る 弁 機 構 部 と を 有 す る 初 期 雨

水 排 除 手 段 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 雨 水 収 集 装 置 。 」 （ 請 求 項 １ ） 、 「 前 記 貯 水 部 は 、

流 入 す る 雨 水 が 通 過 す る 際 に 当 該 雨 水 中 の 異 物 を 除 去 す る た め の 着 脱 可 能 な 一 又 は 二 以 上

の フ ィ ル タ を 備 え 、 二 以 上 の フ ィ ル タ は そ れ ぞ れ 異 な る メ ッ シ ュ を 設 定 す る こ と を 特 徴 と

す る 請 求 項 １ 記 載 の 雨 水 収 集 装 置 。 」 （ 請 求 項 ２ ） 、 「 前 記 貯 水 部 は 、 前 記 初 期 雨 水 排 除

手 段 を 配 設 し た 基 礎 タ ン ク と 、 こ の 基 礎 タ ン ク に 所 定 水 量 の 雨 水 が 満 た さ れ 、 か つ 当 該 雨

水 が オ ー バ フ ロ ー 口 か ら 溢 れ た な ら 、 溢 れ た 雨 水 を 貯 留 す る 貯 留 タ ン ク を 備 え る こ と を 特

徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 雨 水 収 集 装 置 。 」 （ 請 求 項 ４ ） が 記 載 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 ま た 、 特 許 文 献 １ に は 、 「 基 礎 タ ン ク ３ ｏ の 内 部 空 間 上 部 に は 、 流 入 す る 雨 水 Ｗ ｅ ， Ｗ

を 通 過 さ せ る こ と に よ り 当 該 雨 水 Ｗ ｅ ， Ｗ 中 の 異 物 Ｆ ｘ … を 除 去 す る た め の 着 脱 可 能 な 三

つ の フ ィ ル タ １ １ ａ ， １ １ ｂ ， １ １ ｃ を 配 設 す る 。 ・ ・ ・ し た が っ て 、 フ ィ ル タ １ １ ａ …

は 、 任 意 の 数 量 及 び 種 別 を 選 定 で き る と と も に 、 タ ン ク 本 体 部 ２ １ の 上 端 か ら 取 出 可 能 な
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た め 、 清 掃 や メ ン テ ナ ン ス を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 各 フ ィ ル タ １ １ ａ ， １ １ ｂ

… に そ れ ぞ れ 異 な る メ ッ シ ュ を 設 定 す る た め 、 フ ィ ル タ １ １ ａ に よ り 大 ゴ ミ Ｆ ｘ を 、 フ ィ

ル タ １ １ ｂ に よ り 中 ゴ ミ Ｆ ｍ を 、 フ ィ ル タ １ １ ｃ に よ り 小 ゴ ミ Ｆ ｓ を そ れ ぞ れ 除 去 で き る

な ど 、 雨 水 Ｗ ｅ ， Ｗ に 混 入 す る 大 小 様 々 な 異 物 Ｆ ｘ … を 有 効 か つ 確 実 に 除 去 で き る 利 点 が

あ る 。 」 （ 段 落 ［ ０ ０ ３ ０ ］ ～ ［ ０ ０ ３ １ ］ ） と 記 載 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 特 許 文 献 ２ に は 、 「 本 発 明 は 、 屋 根 面 な ど に 降 る 雨 の う ち 、 降 雨 初 期 時 の 屋 根 面 の 汚 れ

な ど を 含 ん だ 初 期 雨 水 を 除 去 し 、 初 期 雨 水 後 の 通 常 雨 水 だ け を 貯 水 槽 に 貯 水 す る よ う に し

た 雨 水 貯 水 装 置 お よ び 雨 水 貯 水 方 法 に 関 す る 。 」 （ 段 落 ［ ０ ０ ０ １ ］ ） と 記 載 さ れ て い る

。

　 ま た 、 「 す な わ ち 、 同 装 置 の 作 用 を 、 本 発 明 の 雨 水 貯 水 方 法 と 共 に 説 明 す れ ば 、 今 、 降

雨 が 始 る と す る 。 」 （ 段 落 ［ ０ ０ ４ ２ ］ ） 、 「 す る と 、 落 下 し て く る 雨 は 、 集 水 面 １ で 受

け 止 め ら れ 、 樋 １ １ を 経 て 、 集 水 管 １ ０ へ 集 水 さ れ る 。 こ の 降 雨 初 期 時 の 雨 水 が 、 受 水 器

６ 内 へ 、 上 方 の 導 入 部 ９ か ら 、 フ ィ ル タ ー ９ ａ を 通 過 し て 、 流 れ 込 む 。 そ し て 、 雨 水 が フ

ィ ル タ ー ９ ａ を 通 過 す る 際 に 、 雨 水 に 混 じ っ た 砂 や 石 な ど の 異 物 が 取 り 除 か れ る 。 」 （ 段

落 ［ ０ ０ ４ ３ ］ ） 、 「 こ こ で 、 開 放 し て い る 排 水 口 ２ ０ は 、 導 入 部 ９ の 通 路 径 よ り 小 さ い

か ら 、 流 れ 込 む 初 期 雨 水 は 、 図 ２ お よ び 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 一 部 が 排 水 口 ２ ０ か ら 外 部

に 排 水 さ れ な が ら 残 り が 受 水 器 ６ 内 に 貯 溜 さ れ る 。 ・ ・ ・ そ し て 、 排 水 口 ２ ０ が 完 全 に 閉

止 さ れ 、 受 水 器 ６ 内 の 雨 水 が 、 分 岐 管 １ ２ の 開 口 の 下 縁 部 に 達 す る と 、 そ の 下 縁 部 を 越 え

る 逃 げ 場 の な い 雨 水 、 す な わ ち 初 期 雨 水 に 続 く 通 常 雨 水 が 、 受 水 器 ６ の 水 面 沿 い に 、 分 岐

管 １ ２ か ら 流 れ 出 て 、 受 水 槽 ２ 内 に 貯 水 さ れ る 。 」 （ 段 落 ［ ０ ０ ４ ４ ］ ～ ［ ０ ０ ４ ８ ］ ）

と 記 載 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 初 期 雨 水 タ ン ク と 、 初 期 雨 水 が 排 除 さ れ た 雨 水 を 貯 留 す る タ ン ク を 備 え た 雨 水 取 水 装 置

に お い て 、 初 期 雨 水 が 排 除 さ れ た 雨 水 を タ ン ク に 貯 留 す る 場 合 、 初 期 雨 水 タ ン ク へ の 雨 水

の 流 入 路 を 閉 鎖 す る 手 段 を 設 け る こ と も 公 知 で あ る （ 特 許 文 献 ３ 及 び ４ 参 照 ） 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 特 許 文 献 ３ に は 、 「 本 発 明 は 、 竪 樋 を 流 下 す る 雨 水 を 、 屋 根 に 積 も っ た ゴ ミ 等 を 多 量 に

含 む 初 期 雨 水 と そ れ 以 外 の 雨 水 と に 分 離 す る 雨 水 分 離 装 置 で あ る 。 こ の 雨 水 分 離 装 置 で は

、 ま ず 初 期 雨 水 を 初 期 雨 水 タ ン ク に 貯 め て い き 、 初 期 雨 水 タ ン ク が 満 水 に な れ ば 、 初 期 雨

水 タ ン ク へ の 雨 水 の 流 入 路 を 閉 鎖 し て 、 雨 水 を 雨 水 タ ン ク へ 導 入 す る 。 本 発 明 に 係 る 雨 水

分 離 装 置 は 、 初 期 雨 水 の 一 部 の み を 初 期 雨 水 タ ン ク に 貯 め る 構 造 と す る こ と で 、 所 定 の 降

水 量 と な る ま で に 初 期 雨 水 タ ン ク に 貯 め る 雨 水 の 量 を 従 来 構 造 よ り も 減 ら し た 。 こ れ に よ

り 、 屋 根 面 積 が 大 き い 建 造 物 な ど 、 初 期 雨 水 が 多 い 建 造 物 に 設 置 し た 場 合 で も 、 初 期 雨 水

タ ン ク の 大 型 化 を 抑 制 で き る 。 」 （ 段 落 ［ ０ ０ １ １ ］ ） と 記 載 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 ま た 、 特 許 文 献 ３ に は 、 「 次 に 、 雨 水 分 離 装 置 １ ０ ０ の 動 作 に つ い て 、 図 ３ を 参 照 し て

説 明 す る 。 」 、 「 雨 水 分 離 装 置 １ ０ ０ へ 雨 水 の 流 入 が な く 、 初 期 雨 水 タ ン ク １ ３ ０ が 空 の

場 合 、 図 ３ の （ ａ ） に 示 す よ う に 、 フ ロ ー ト １ ６ ０ は 、 フ ロ ー ト 本 体 １ ６ ０ ａ が タ ン ク 部

１ ３ ０ ａ の 底 面 に 接 し て い る た め 、 止 水 弁 は 開 い た 状 態 に あ る 。 」 、 「 雨 が 降 り 出 す と 、

雨 水 取 入 口 １ １ ０ ａ か ら 黒 矢 印 で 示 す よ う に 雨 水 が 流 入 し 、 排 水 管 １ １ ０ を 流 下 し た 雨 水

の 一 部 が 、 雨 水 取 込 み 部 １ ３ ０ ｂ か ら 初 期 雨 水 タ ン ク １ ３ ０ に 貯 ま り 始 め 、 そ れ 以 外 の 雨

水 は 、 初 期 雨 水 タ ン ク １ ３ ０ の 外 周 壁 と 排 水 管 １ １ ０ の 内 周 壁 と の 間 の 隙 間 を 通 っ て 雨 水

排 出 口 １ １ ０ ｂ か ら 排 出 さ れ る 。 雨 水 が 初 期 雨 水 タ ン ク １ ３ ０ に 貯 ま り 、 初 期 雨 水 タ ン ク

１ ３ ０ 内 の 水 位 が 上 昇 す る と 、 図 ３ の （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 水 位 の 上 昇 に 伴 っ て フ ロ ー ト

１ ６ ０ と と も に 弁 体 １ ５ ０ が 上 昇 す る 。 」 、 「 初 期 雨 水 タ ン ク １ ３ ０ に 貯 ま っ た 雨 水 が 、

初 期 雨 水 貯 水 量 に 達 し て い な い 場 合 に は 、 図 ３ の （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 弁 体 １ ５ ０ が 弁 座

１ ４ ０ ま で 上 昇 し な い た め 、 弁 体 １ ５ ０ が 弁 座 １ ４ ０ に 当 接 せ ず 止 水 弁 は 閉 鎖 さ れ な い 。

こ の た め 、 雨 水 は 、 取 水 管 １ ２ ０ に 導 入 さ れ る こ と な く 、 排 水 管 １ １ ０ を 流 下 す る 。 」 、

「 降 雨 が 続 き 、 初 期 雨 水 タ ン ク １ ３ ０ に 貯 ま っ た 雨 水 の 量 が 初 期 雨 水 貯 水 量 に 達 す る と 、
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図 ３ の （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 弁 体 １ ５ ０ が 弁 座 １ ４ ０ へ 当 接 す る 。 弁 体 １ ５ ０ が 弁 座 １ ４

０ に 当 接 す る こ と で 止 水 弁 は 閉 鎖 さ れ る 。 止 水 弁 が 閉 鎖 さ れ る こ と に よ り 、 排 水 管 １ １ ０

を 流 下 す る 雨 水 は 、 弁 座 １ ４ ０ よ り も 下 方 に 流 下 す る こ と が で き ず に 取 水 管 １ ２ ０ へ 導 入

さ れ る 。 こ の た め 、 取 水 管 １ ２ ０ に 接 続 さ れ た 雨 水 タ ン ク （ 図 示 せ ず ） に は 、 初 期 雨 水 を

含 ま な い ゴ ミ 等 の 少 な い 雨 水 が 導 入 さ れ る 。 」 （ 段 落 ［ ０ ０ ２ ５ ］ ～ ［ ０ ０ ２ ９ ］ ） と 記

載 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 特 許 文 献 ４ に は 、 「 一 端 が 直 接 ま た は 間 接 的 に 軒 樋 に 接 続 さ れ 、 雨 水 を 流 す 雨 水 管 路 と

、 こ の 雨 水 管 路 の 他 端 側 に 接 続 さ れ 、 雨 水 を 貯 留 す る 雨 水 タ ン ク と を 有 す る 雨 水 貯 留 シ ス

テ ム に お い て 、 前 記 雨 水 管 路 途 中 に 設 け ら れ た 分 岐 部 と 、 こ の 分 岐 部 に 接 続 さ れ 、 降 雨 時

初 期 の 雨 水 を 流 入 さ せ る 初 期 雨 水 タ ン ク と 、 こ の 初 期 雨 水 タ ン ク に 所 定 量 雨 水 が 流 入 し た

後 は 、 前 記 雨 水 タ ン ク の 方 向 に 雨 水 が 流 れ る よ う に 制 御 す る 制 御 手 段 と 、 前 記 分 岐 部 か ら

前 記 雨 水 タ ン ク ま で の 前 記 雨 水 管 路 途 中 に 設 け ら れ た フ ィ ル タ ー と を 有 す る こ と を 特 徴 と

す る 雨 水 貯 留 シ ス テ ム 。 」 （ 請 求 項 １ ） が 記 載 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 ま た 、 特 許 文 献 ４ に は 、 「 以 上 の よ う に 構 成 さ れ て い る 雨 水 貯 留 シ ス テ ム １ に つ い て 、

雨 水 貯 留 機 能 を 説 明 す る 。 降 雨 時 に は 、 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 縦 樋 １ ０ ２ か ら 第 １ 水

平 管 ３ ３ に 初 期 の 雨 水 Ｒ １ が 流 れ 込 む 。 こ こ で 、 第 ２ 水 平 管 ３ ４ の 内 径 と 分 岐 管 ３ ６ の 内

径 は 同 径 で あ る 。 し た が っ て 、 初 期 の 雨 水 Ｒ １ は 、 第 １ 水 平 管 ３ ３ に 近 い 方 に 位 置 す る 分

岐 管 ３ ６ へ 流 れ て い き 、 初 期 雨 水 タ ン ク ４ 内 に 溜 め ら れ る 。 さ ら に 、 そ の 後 の 雨 水 Ｒ １ も

、 分 岐 管 ３ ６ を 介 し て 初 期 雨 水 タ ン ク ４ 内 に 溜 め ら れ る 。 こ の と き 、 初 期 雨 水 タ ン ク ４ 内

の フ ロ ー ト ４ ３ は 、 雨 水 Ｒ １ の 液 面 が 上 昇 す る の に 伴 っ て 上 昇 す る 。 」 、 「 そ し て 、 図 ３

（ ｂ ） に 示 す よ う に 、 初 期 雨 水 タ ン ク ４ 内 の 雨 水 Ｒ １ が 満 杯 に な る と 、 フ ロ ー ト ４ ３ は 、

初 期 雨 水 タ ン ク ４ と 分 岐 管 ３ ６ と の 接 続 口 ４ ａ （ 図 ３ （ ａ ） 参 照 ） を 塞 ぐ 。 し た が っ て 、

こ れ 以 降 に 第 １ 水 平 管 ３ ３ に 流 れ 込 む 雨 水 Ｒ ２ は 第 ２ 水 平 管 ３ ４ へ 流 れ て い き 、 フ ィ ル タ

ー １ ０ ５ を 通 っ て 雨 水 タ ン ク １ ０ ４ 内 に 溜 め ら れ る 。 」 （ 段 落 ［ ０ ０ １ ８ ］ ～ ［ ０ ０ １ ９

］ 参 照 ） と 記 載 さ れ て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ １ １ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ８ ̶ ８ ０ ６ ８ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ １ ５ ５ ０ １ 号 公 報

【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ １ ８ － １ １ ９ ３ ７ ５ 号 公 報

【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 ２ ０ ０ ９ － ２ ８ ７ ２ ７ １ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ １ ２ 】

　 上 記 の よ う に 、 初 期 雨 水 排 除 手 段 （ 基 礎 タ ン ク 又 は 受 水 器 ） と 、 初 期 雨 水 が 排 除 さ れ た

雨 水 を 貯 留 す る タ ン ク を 備 え た 雨 水 収 集 装 置 （ 雨 水 貯 水 装 置 ） に お い て 、 基 礎 タ ン ク 又 は

受 水 器 の 上 部 に フ ィ ル タ ー を 備 え た 特 許 文 献 １ 及 び ２ に 記 載 さ れ た 装 置 は 、 基 礎 タ ン ク 又

は 受 水 器 か ら オ ー バ ー フ ロ ー し た 雨 水 を 貯 留 タ ン ク （ 貯 水 槽 ） に 貯 留 す る も の で あ る か ら

、 貯 留 タ ン ク （ 貯 水 槽 ） の 雨 水 は 、 初 期 雨 水 を 十 分 に 排 除 す る こ と が 難 し い と い う 問 題 が

あ っ た 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 一 方 、 特 許 文 献 ３ 及 び ４ に は 、 雨 水 を 貯 留 す る 雨 水 タ ン ク に 、 初 期 雨 水 を 含 ま な い ゴ ミ

等 の 少 な い 雨 水 が 導 入 さ れ る こ と が 示 唆 さ れ て い る が 、 特 許 文 献 ３ に 記 載 さ れ た 雨 水 取 水

装 置 は 、 初 期 雨 水 タ ン ク の 上 部 に フ ィ ル タ ー を 備 え る も の で は な く 、 初 期 雨 水 の 一 部 の み

を 初 期 雨 水 タ ン ク に 貯 め る 構 造 と し 、 初 期 雨 水 の 大 部 分 を 雨 水 排 出 口 か ら 排 出 す る 複 雑 な

構 造 の も の で あ り 、 特 許 文 献 ４ に 記 載 さ れ た 雨 水 取 水 装 置 は 、 初 期 雨 水 タ ン ク の 上 部 に フ

ィ ル タ ー を 設 け る も の で は な く 、 初 期 雨 水 タ ン ク に 雨 水 を 流 入 さ せ る 分 岐 管 か ら 分 岐 さ れ
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た 雨 水 タ ン ク ま で の 雨 水 管 路 途 中 に フ ィ ル タ ー を 設 け る も の で あ る か ら 、 初 期 雨 水 タ ン ク

に ゴ ミ 等 が 蓄 積 し 易 い と い う 問 題 が あ っ た 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 本 発 明 は 、 簡 便 な 構 造 で 、 初 期 雨 水 を 十 分 に 排 除 す る こ と が で き 、 初 期 雨 水 を 収 容 す る

配 管 部 に 、 ゴ ミ の 蓄 積 を 少 な く で き る 雨 水 取 水 装 置 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ ５ 】

　 本 発 明 は 、 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 以 下 の 手 段 を 採 用 す る 。

（ １ ） 初 期 雨 水 を 排 除 す る 手 段 と し て の 初 期 雨 水 配 管 部 を 備 え た 雨 水 取 水 装 置 で あ っ て 、

前 記 初 期 雨 水 配 管 部 の 上 部 に 、 フ ィ ル タ ー 配 管 部 を 備 え 、 前 記 フ ィ ル タ ー 配 管 部 の 底 部 に

、 初 期 雨 水 を 排 水 す る 底 部 孔 を 設 け て 、 前 記 底 部 孔 に 初 期 雨 水 配 管 部 へ の 逆 止 弁 を 設 置 し

、 前 記 底 部 孔 に 向 け て 下 降 す る 傾 斜 を つ け て 、 沈 殿 物 を 前 記 底 部 孔 に 流 出 す る 構 造 と し た

、 雨 水 取 水 装 置 で あ る 。

（ ２ ） 前 記 底 部 孔 及 び 前 記 逆 止 弁 を 、 前 記 フ ィ ル タ ー 配 管 部 の 底 部 の 中 央 か ら ず ら し た 位

置 に 設 置 し た 、 前 記 （ １ ） の 雨 水 取 水 装 置 で あ る 。

（ ３ ） 前 記 フ ィ ル タ ー 配 管 部 に は 、 固 形 ゴ ミ を ろ 過 す る 複 数 の フ ィ ル タ ー を 設 置 し 、 前 記

複 数 の フ ィ ル タ ー の う ち の 下 部 の フ ィ ル タ ー か ら の 雨 水 が 前 記 逆 止 弁 に 直 接 当 た ら な い よ

う に 構 成 し た 、 前 記 （ ２ ） の 雨 水 取 水 装 置 で あ る 。

（ ４ ） 前 記 初 期 雨 水 配 管 部 の 容 量 を 、 屋 根 面 積 に 応 じ て 設 定 す る 、 前 記 （ １ ） ～ （ ３ ） の

い ず れ か の 雨 水 取 水 装 置 で あ る 。

（ ５ ） 前 記 雨 水 取 水 装 置 は 、 初 期 雨 水 配 管 部 と 雨 水 貯 留 タ ン ク を 備 え 、 前 記 フ ィ ル タ ー 配

管 部 の 底 部 よ り 上 に 、 取 水 口 を 設 け て 、 前 記 初 期 雨 水 配 管 部 が 満 水 に な る と 、 フ ィ ル タ ー

を 通 過 し た 雨 水 は 前 記 初 期 雨 水 配 管 部 に 入 る こ と な く 、 前 記 取 水 口 よ り 前 記 雨 水 貯 留 タ ン

ク に 給 水 さ れ る 、 前 記 （ １ ） ～ （ ４ ） の い ず れ か の 雨 水 取 水 装 置 で あ る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ６ 】

　 本 発 明 の 雨 水 取 水 装 置 は 、 フ ィ ル タ ー 配 管 部 の 底 部 に 初 期 雨 水 配 管 部 へ の 逆 止 弁 を 設 置

し た こ と に よ り 、 初 期 雨 水 を 十 分 に 排 除 す る こ と が で き 、 初 期 雨 水 を 収 容 す る 配 管 部 に 、

ゴ ミ の 蓄 積 を 少 な く で き る と い う 効 果 を 奏 す る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ７ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 雨 水 取 水 装 置 の 概 略 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 本 発 明 の 雨 水 取 水 装 置 の フ ィ ル タ ー 配 管 部 に 設 置 さ れ る 固 形 ゴ ミ ろ 過 フ ィ ル タ ー

の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 本 発 明 の 雨 水 取 水 装 置 に お け る 逆 止 弁 と そ の 設 置 位 置 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ４ ａ 】 本 発 明 の 雨 水 取 水 装 置 に お け る 逆 止 弁 の 一 例 （ ゴ ム 製 弁 式 ） を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ４ ｂ 】 本 発 明 の 雨 水 取 水 装 置 に お け る 逆 止 弁 の 一 例 （ フ ロ ー ト 弁 式 ） を 示 す 図 で あ る

。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ８ 】

　 本 発 明 の 一 実 施 形 態 （ 以 下 、 「 本 実 施 形 態 」 と い う 。 ） に 係 る 雨 水 取 水 装 置 １ は 、 初 期

雨 水 配 管 部 ２ と 、 初 期 雨 水 配 管 部 ２ の 上 部 に 、 フ ィ ル タ ー 配 管 部 ３ を 備 え 、 フ ィ ル タ ー 配

管 部 ３ の 底 部 ４ に 初 期 雨 水 配 管 部 へ の 逆 止 弁 ５ を 設 置 し た も の で あ る 。

　 フ ィ ル タ ー 配 管 部 ３ の 底 部 ４ よ り 上 に 取 水 口 ６ を 設 け て 、 取 水 口 ６ よ り 雨 水 貯 留 タ ン ク

７ に 給 水 さ れ る よ う に す る こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 初 期 雨 水 に は 、 大 き く 分 け て 、 大 き な ゴ ミ （ 葉 っ ぱ 、 虫 等 ） 、 小 さ な ゴ ミ （ 溶 け て い な

い 固 形 物 、 砂 、 黄 砂 、 花 粉 等 ） 、 そ し て 完 全 に 溶 け て お り 、 通 常 の フ ィ ル タ ー で ろ 過 除 去

で き な い 溶 存 性 物 質 （ Ｓ Ｏ ｘ 、 Ｎ Ｏ ｘ 等 の 酸 性 雨 の 原 因 物 質 、 塩 分 等 ） が あ る 。 本 実 施 形

態 の 雨 水 取 水 装 置 １ で は 、 上 部 の フ ィ ル タ ー 配 管 部 ３ で は 溶 け て い な い 物 質 の 除 去 、 下 部
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の 初 期 雨 水 配 管 部 ２ で は 溶 存 性 の 不 純 物 を 除 去 し 、 清 浄 な 雨 水 の み を 雨 水 貯 留 タ ン ク ７ に

導 く 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

（ フ ィ ル タ ー 及 び フ ィ ル タ ー の 収 容 構 造 ）

　 フ ィ ル タ ー 配 管 部 ３ に 設 置 さ れ る 固 形 ゴ ミ ろ 過 フ ィ ル タ ー 部 分 は 、 例 と し て 糸 巻 フ ィ ル

タ ー 、 バ ッ グ フ ィ ル タ ー 、 金 網 か ご 等 で 構 成 さ れ る （ 図 ２ 参 照 ） が 、 水 中 の 固 形 物 を 除 去

で き る フ ィ ル タ ー で あ れ ば よ い 。

　 フ ィ ル タ ー 配 管 部 に 設 置 さ れ る 固 形 ゴ ミ ろ 過 フ ィ ル タ ー 部 分 は 、 糸 巻 フ ィ ル タ ー 、 バ ッ

グ フ ィ ル タ ー 、 金 網 か ご 等 の 単 体 と は 限 ら ず 、 場 合 に よ っ て は こ れ ら 複 数 の フ ィ ル タ ー を

組 み 合 わ せ て 設 置 す る こ と が 好 ま し い 。 例 え ば 、 図 １ に 示 す よ う に 、 バ ッ グ フ ィ ル タ ー ３

ａ 内 に 金 網 か ご ３ ｂ を 重 ね て 入 れ る 等 の 構 造 と し て も よ い 。

　 金 網 か ご で 大 き な ゴ ミ （ 葉 や 虫 な ど ） を 除 去 す る こ と が で き る 。

　 バ ッ グ フ ィ ル タ ー で 小 さ な ゴ ミ （ 砂 、 黄 砂 、 花 粉 な ど ） を 除 去 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

（ 固 形 ゴ ミ ろ 過 フ ィ ル タ ー の 取 り 付 け 、 取 り 外 し ）

　 固 形 ゴ ミ ろ 過 フ ィ ル タ ー の 取 り 換 え や 洗 浄 時 の 取 り 付 け 、 取 り 外 し は 、 フ ィ ル タ ー 配 管

部 ３ の 上 に 位 置 す る 竪 樋 ８ の 下 端 を 取 り 外 す 又 は 、 横 に ず ら し て 行 う 。

　 ろ 過 フ ィ ル タ ー 配 管 部 ３ に は 目 開 き の 異 な る 複 数 の ろ 過 フ ィ ル タ ー を 備 え 、 各 ろ 過 フ ィ

ル タ ー が 分 離 配 置 さ れ 脱 着 可 能 と す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

（ フ ィ ル タ ー の 目 開 き ）

　 固 形 ゴ ミ ろ 過 フ ィ ル タ ー の 目 開 き は １ ～ １ ０ ０ μ ｍ 程 度 の 範 囲 が 想 定 さ れ る 。 複 数 の ろ

過 フ ィ ル タ ー を 組 み 合 わ せ に よ っ て 使 い 分 け る こ と が で き る 。 ろ 過 フ ィ ル タ ー の 目 開 き は

周 囲 環 境 や 使 用 目 的 を 考 慮 し て 選 定 す る 必 要 が あ る 。 ま た 、 ろ 過 フ ィ ル タ ー は 定 期 的 に メ

ン テ ナ ン ス が 必 要 で あ る 。 目 開 き の 目 安 と し て 、 雨 水 中 に 混 入 の 可 能 性 が あ る 菌 類 （ 一 般

細 菌 や 大 腸 菌 等 ） の 大 き さ は １ μ ｍ 程 度 、 微 小 粒 子 状 物 質 （ Ｐ Ｍ ２ ． ５ ） は ２ ． ５ μ ｍ で

あ る の で 、 １ μ ｍ の 目 開 き で あ れ ば 不 溶 性 の 不 純 物 は 大 体 除 去 で き る 。 但 し 、 想 定 さ れ る

ゴ ミ を 全 て 除 去 す る た め に ろ 過 フ ィ ル タ ー の 目 開 き を 小 さ く す る と 単 位 時 間 処 理 量 が 減 少

す る た め 、 初 期 雨 水 貯 留 部 の 容 量 と メ ン テ ナ ン ス 、 コ ス ト 面 を 検 討 し 適 当 な 目 開 き を 選 定

す る 。 一 般 的 な ろ 過 フ ィ ル タ ー の 目 開 き は １ ０ ～ ２ ５ μ ｍ が 適 当 で あ る が 、 紫 外 線 で 大 腸

菌 を 殺 菌 す る 場 合 は 、 1μ ｍ 程 度 の ろ 過 フ ィ ル タ ー を 通 し た 方 が よ い 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

（ フ ィ ル タ ー 配 管 部 底 部 、 初 期 雨 水 配 管 部 底 部 の 構 造 ）

　 フ ィ ル タ ー 配 管 部 ３ の 底 部 ４ や 初 期 雨 水 配 管 部 ２ の 底 部 に は 極 々 微 粒 の 沈 殿 物 の 存 在 す

る 可 能 性 が あ る 。 フ ィ ル タ ー 配 管 部 ３ の 底 部 ４ は 、 容 量 を 確 保 す る た め に は 平 坦 で あ っ て

も よ い が 、 初 期 雨 水 が 流 出 す る 底 部 孔 ４ ｈ に 向 け て 、 容 量 を 確 保 し つ つ 、 ゴ ミ を 排 出 し 易

い 傾 斜 （ 例 え ば 、 ５ ° ～ １ ０ ° ） を つ け て 、 沈 殿 物 を 底 部 孔 ４ ｈ に 自 然 に 流 出 す る 構 造 と

す る こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

（ フ ィ ル タ ー 配 管 部 底 部 孔 の 大 き さ と 取 水 口 と の 位 置 関 係 ）

　 フ ィ ル タ ー 配 管 部 ３ の 底 部 ４ の 初 期 雨 水 配 管 部 ２ に 通 ず る 底 部 孔 ４ ｈ が 大 き い の は 、 初

期 雨 水 配 管 部 ２ が 満 水 に な る 前 に 取 水 口 ６ を 通 じ て 雨 水 貯 留 タ ン ク ７ に 雨 水 が 流 入 し な い

た め で あ る 。 ま た 、 取 水 口 ６ が 底 部 ４ よ り 少 し 高 い 位 置 に 設 置 し て い る の は 同 様 の 理 由 の

た め で あ る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

（ 逆 止 弁 と そ の 設 置 位 置 ）

　 フ ィ ル タ ー 配 管 部 ３ の 底 部 ４ に は 初 期 雨 水 配 管 部 ２ へ の 逆 止 弁 ５ を つ け る 。 逆 止 弁 ５ は

、 複 数 の フ ィ ル タ ー の う ち の 下 部 の フ ィ ル タ ー の 垂 下 部 に あ る 初 期 雨 水 排 水 部 の 底 部 孔 ４

ｈ に 設 置 す る こ と が 好 ま し い 。 底 部 孔 ４ ｈ 、 逆 止 弁 ５ の 位 置 は 中 央 で も よ い が 、 中 央 か ら

ず ら し た 位 置 に 設 置 （ 図 １ 及 び 図 ３ 参 照 ） し 、 下 部 の フ ィ ル タ ー （ 例 え ば 、 バ ッ グ フ ィ ル
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タ ー ） か ら の 雨 水 が 逆 止 弁 に 直 接 当 た ら な い よ う に す る こ と が よ り 好 ま し い 。 底 部 孔 ４ ｈ

、 逆 止 弁 ５ の 数 は １ つ で よ い が 、 複 数 あ っ て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

（ 逆 止 弁 の 構 造 ）

　 逆 止 弁 ５ と し て は 、 以 下 の よ う な 構 造 の も の を 採 用 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 上 か ら

水 圧 が か か る 場 合 に は 弁 が 開 放 さ れ 、 満 水 に な る と ゴ ム の 弾 性 で 弁 が 上 の 位 置 に 戻 り 閉 じ

る 構 造 の ゴ ム 製 弁 式 （ 図 ４ ａ 参 照 ） や 、 初 期 雨 水 配 管 部 が 満 水 と な る 前 は フ ロ ー ト 弁 が 開

放 さ れ 、 満 水 に な っ た 後 は フ ロ ー ト 弁 が 浮 力 で 閉 じ る 構 造 の フ ロ ー ト 弁 式 （ 図 ４ ｂ 参 照 ）

が あ る 。 ゴ ム 製 弁 式 は 弁 の 部 分 に 浮 力 体 を つ け 閉 じ る 力 を ア シ ス ト し て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

（ 取 水 口 と 雨 水 貯 留 タ ン ク と の 関 係 ）

　 フ ィ ル タ ー 配 管 部 ３ の 底 部 ４ よ り 上 に 、 取 水 口 ６ を 設 け て 、 雨 水 貯 留 タ ン ク ７ を 備 え る

こ と が 好 ま し い 。 取 水 口 ６ よ り 雨 水 貯 留 タ ン ク ７ の 満 水 位 は 低 い 位 置 に す る 必 要 が あ る 。

　 初 期 雨 水 配 管 部 ２ が 満 水 に な る と 、 フ ィ ル タ ー 配 管 部 ３ の フ ィ ル タ ー を 通 過 し た 雨 水 は

初 期 雨 水 配 管 部 ２ に 入 る こ と な く 、 取 水 口 ６ よ り 雨 水 貯 留 タ ン ク ７ に 給 水 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

（ 初 期 雨 水 配 管 部 と 雨 水 貯 留 タ ン ク と の 関 係 ）

　 初 期 雨 水 配 管 部 ２ で 、 酸 性 雨 の 原 因 と な る 溶 存 性 の 物 質 や 海 の 近 く で あ れ ば 混 入 の 可 能

性 の あ る 塩 分 （ 溶 け て い る ） が 排 除 さ れ る 。

　 ま た 、 上 記 の よ う に 、 フ ィ ル タ ー 配 管 部 ３ の フ ィ ル タ ー を 通 過 さ せ て も 、 微 粒 の 沈 殿 物

の 残 存 す る こ と が あ る が 、 沈 殿 物 は 、 初 期 雨 水 配 管 部 ２ の 底 部 に 蓄 積 さ れ 、 沈 殿 物 が 除 去

さ れ た 上 澄 み 水 （ 清 浄 水 ） を 取 水 口 ６ よ り 雨 水 貯 留 タ ン ク ７ に 導 入 し 貯 留 す る こ と が で き

る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

（ 初 期 雨 水 配 管 部 の 容 量 と 屋 根 面 積 と の 関 係 ）

　 初 期 雨 水 排 水 量 は 初 期 雨 水 配 管 部 ２ の 容 量 に 等 し い 。 初 期 雨 水 排 水 量 は 屋 根 面 積 に 応 じ

て 、 設 定 す る こ と が で き る 。 具 体 的 に は 、 初 期 雨 水 排 水 量 は 、 一 般 的 に 初 期 雨 水 と 呼 ば れ

る 降 り 始 め か ら 降 水 量 １ ～ ３ ｍ ｍ 程 度 の 量 （ 集 水 面 積 と 降 水 量 の 積 算 で 求 め ら れ る ） と す

る こ と が 好 ま し い 。 大 型 屋 根 に な る と 初 期 雨 水 容 量 が 大 き く な る の で 、 電 磁 弁 方 式 で 雨 水

を 取 捨 し て も よ い 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

（ 初 期 雨 水 配 管 部 か ら の 初 期 雨 水 の 排 出 ）

　 図 １ に 示 さ れ て い る よ う に 、 初 期 雨 水 配 管 部 ２ の 底 部 に 初 期 雨 水 排 水 ホ ー ス ９ を 取 り 付

け る こ と が 好 ま し い 。

　 降 雨 前 、 降 雨 後 に 初 期 雨 水 排 水 ホ ー ス ９ を 下 げ て 初 期 雨 水 配 管 部 ２ に 貯 留 し た 初 期 雨 水

を 排 出 す る 。 初 期 雨 水 排 水 ホ ー ス ９ に よ り 、 初 期 雨 水 配 管 部 ２ の 底 部 に 蓄 積 し た 沈 殿 物 （

ゴ ミ ・ 埃 ） も 強 制 排 出 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

（ 雨 水 取 水 装 置 底 部 の 固 定 構 造 ）

　 雨 水 取 水 装 置 １ の 底 部 １ ０ に は フ ラ ン ジ １ ０ ａ を 設 置 し 、 セ メ ン ト １ ０ ｂ を 流 し 込 ん で

固 定 用 ボ ル ト １ ０ ｃ を 埋 め 込 ん だ 小 型 タ イ ヤ １ ０ ｄ に 固 定 す る こ と が 好 ま し い 。 こ う す る

こ と に よ っ て 、 雨 水 取 水 装 置 の 移 動 を 容 易 に す る と と も に 設 置 時 の 転 倒 を 防 止 で き る 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 本 発 明 の 雨 水 取 水 装 置 は 、 初 期 雨 水 を 十 分 に 排 除 す る こ と が で き 、 ま た 、 構 造 が シ ン プ

ル な た め 、 操 作 ・ メ ン テ ナ ン ス が 容 易 で あ り 、 雨 水 を 飲 料 化 す る 装 置 等 に 利 用 す る こ と が

で き る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ３ ３ 】

１ 　 　 　 雨 水 取 水 装 置
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２ 　 　 　 初 期 雨 水 配 管 部

３ 　 　 　 フ ィ ル タ ー 配 管 部

３ ａ 　 　 バ ッ グ フ ィ ル タ ー

３ ｂ 　 　 金 網 か ご

４ 　 　 　 フ ィ ル タ ー 配 管 部 の 底 部

４ ｈ 　 　 フ ィ ル タ ー 配 管 部 の 底 部 孔

５ 　 　 　 底 部 孔 に 設 け ら れ た 逆 止 弁

６ 　 　 　 取 水 口

７ 　 　 　 雨 水 貯 留 タ ン ク

８ 　 　 　 竪 樋

９ 　 　 　 初 期 雨 水 排 水 ホ ー ス

１ ０ 　 　 雨 水 取 水 装 置 の 底 部

１ ０ ａ 　 フ ラ ン ジ

１ ０ ｂ 　 セ メ ン ト

１ ０ ｃ 　 固 定 用 ボ ル ト

１ ０ ｄ 　 小 型 タ イ ヤ

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ ａ 】
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【 図 ４ ｂ 】
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